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The university library in the　21th century will be characterized as Digital Library and the

university students will require the advanced library literacy.

In 1996, we started the general lecture "Information Retrieval and Its Application as a liberal art

subject in the cooperation of the faculty staff and the librarian for students. In this paper, we describe

the concept, method and evaluation of the second lecture which has been done in 1997. According to

the students evaluation after the lecture in the same way last year,this lecture was very useful for

students attended.
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I.はじめに

近年､イソタ-ネットの普及に代表される情報化の

進展や電子ジャーナルの出現によって図書館の電子図

書館化が急速に進みつつあるが､それにともなって図

書館の利用の仕方も高度に複雑化しはじめている｡研

究者や学生が論文を作成するに際して､従来では限定

された範囲での文献検索であったが､現在では広大な

電子情報のネットワーク空間(サイバースペース)で

の情報検索へと広がってきている.そのサイバースペー

スを自由に活用するためには､それらの情報機器の操

作と情報検索の技術に習熟していなければならない°

しかし､現在では､その操作と検索の技術を効率的に

習得させる｢ライブラリー･リテラシー｣ともいうべ

きものが確立されていない状況にある｡

そこで､論文作成のためのライブラリー･リテラシー

を主眼とした教養科目｢情報検索とその活用｣が､新

潟大学大学教育開発研究セソタ-と新潟大学附属図書

館が協力して､平成8年度第2期から試行的に開講さ

れた｡この実践内容については､大学教育開発研究セ

ソタ一発行の｢大学教育研究年報　第3号｣ (平成9

年6月)に『教養科目｢情報検索とその活用｣の講義

実践報告』 (pp.86-93.)として概要が報告されてい

るので､それを参照されたい°

平成9年度はこれを引き継ぎ､ 2年目の｢情報検索

とその活用｣が表1のように実施された｡本報告では､

この2年目の講義の実施状況について､昨年報告して

いないレポートの課題内容や､新しく工夫した点､そ

して本講義の位置付けなどについて述べることにした

い｡
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2 . レポ ー ト課題と評価方法

本講義の評価は ､ レ ポ
ー トを提出し て もらい ､ そ の

評点と出席状況を勘案して ､ 成績を与えることに し て

い る｡ そ の課題の 説明は ､ 5 回 目 の講義で ､ 昨年の A

評価 の レ ポ
ー トを示 しながら行い ､ 13 回 目 の講義まで

に中間 レポ
ー トを提出させ ､ 14 回 目 の 最終講義 でそれ

らに コ メ ソ トを与え るとともに ､ 良い レ ポ ー トに つ い

て は簡単な発表を して もらい ､ そ の 1 週間後に手直 し

した最終 レ ポ
ー

トを提出し てもらう方法をと っ た ｡

受講定員は教室の関係で5 0 人 で あるが ､ レ ポ ー トを

提出し評点を受けた もの は3 6 人 で あ っ た ｡ そ の評価の

内訳は ､ A 15 人､ A
'

8 人 ､ B 9 人､ C 4 人 で あり ､

成績は比較的良好 で あ っ た とい えるが ､ 14 人 が何らか

の理由で 聴講を途中放棄 した こ とになる｡ 各授業の平

均欠席者数は11 人 で あり ､ 少 し欠席率が高い ように思

われるが (14 回 目 の最終講義が定期試験期間中で あり､

2 1 人 が欠席 して しま っ た ことが大きく影響 して い るよ

うで ある) ､ レ ポ ー ト提 出率は こ の 欠席率からみ て 妥

当なと こ ろか と考え て い る ｡ 昨年度の レ ポ
ー ト提 出者

も5 0 人中3 6 人 で あり ､ 奇 しくも同じ結果で あ っ た ｡

( なお､ 最近 ､ 教養科目に関 して は 一

般的に聴講を途

中放棄する学生が増えて い る こ とか ら､ 平成10 年度か

らは途中放棄 した老に は 0 点評価を与える こと に した

た め ､ 成績 の 平均点が下が る こ とをおそれて ､ 聴講放

棄者が減るの で はない かと期待 して い る｡)

レ ポ ー

ト の 課題内容は ､ 各自に検索テ
-

マ を設定 し

て もらい ､ そ の テ
ー

マ に 関連 し て ､ 冊子体 の 目録 ､

C D - R O M ､ O P A C ､ イ ソ タ
- ネ ッ ト検索等に よ っ て ､

図書 ･ 雑誌 ･ 新聞等を検索 して もらい ､ そ の検索過程

の試行錯誤や 文献 ヒ ッ ト件数､ 重要と思われる文献名

な どを報告 して もらうもの で ある ｡ した が っ て ､ テ
ー

マ の 内容に つ い て 勉強 した こ とを報告して もらうもの

で はな い ｡

しか し､ そ の テ
ー

マ は ､ 36 人中4 人が臓器移植関係

を選んだ他はす べ て異なる テ
ー マ で あり ､ 以下の よう

に多種多様で あ っ た ｡ そ れらは ､ 卒論や ゼ ミ の 研究 レ

ポ ー トに して も遜色の ない もの ばかりで あり ､ 学生達

の 関心が多様で あるとともに ､ 問題意識が健全 で ある

ことも伺い 知れた ｡ 本講義の 主眼は論文作成の ため の

情報検索の 仕方にあるわけ だが ､ 来年度は時間の 許す

範囲で 内容まで勉強 して もらい ､ そ の簡単な報告も受

けてみ た い と考えて い る｡

なお ､ レ ポ ー トの 結果を見る と､ 電子 メ デ ィ ア を利

用 した検索はか なり行われて い るようで あ っ た が ､ 冊

子体検索や カ ー ド検索は 少なか っ た よう で あり ､

O P A C 入 力件数の 少ない 現段階で は ､ 電子 メ デ ィ ア

以外の検索にも習熟 させ る必要性を感 じた ｡

く学生の 選んだ検索テ ー

マ の 例)

･

ア イ ル ラ ン ド問題
･ 日本におけ る フ ェ ミ ニ ズ ム と女

性差別 ･ 高齢社会における家族 ･

い じめ とカウ ソ セ リ

ソ グ ･ 臓器移植 ･ 戦争犯罪 ･ 現代中国の 国防軍事とそ

の動向 ･ 天皇制と言論の 自由 ･ 平和憲法と自衛隊
･

新

左翼 ･ 工業化発展と環境汚染 ･ 外食産業の動向と経営 ･

移動体通信技術の 発展とそ の 社会的影響
･ 日本の 公債

問題と財政危機 ･ ･ ･ ･

｡

3 . 二 年目の新しい 試み

平成 9 年度は 2 年目と い う こと で ､ 昨年 の反省に立

ち､ い ろい ろ新 しい試みが なされた｡ そ の 中で ､ まず､

テ キ ス トを作 っ た こ とが特筆されるの では な い か と考

える｡

そ の テキ ス トは ､ 本文5 5 頁､ 付録4 2 頁 で ､ 目次など

を含め ると合計10 0 頁を越え るもの で ､ 教員と図書館

職員が手分け して 執筆 し､ 手作り で 印刷 ･ 製本した も

の で あ っ た ｡ 誤植などもあり､ 完成版か ら遠い 存在で

あ っ たが ､ 学生からは ｢手作りの 感じがなかなか良か っ

た+ とい う評価もあり ､ 教職員の授業に対する熱意を

学生に感 じて もらえた の で は ない かと考えて い る｡

構成は ､ 各講義時間 ごとに頁を割り付け解説する形

式と したが ､ 講義時間と原稿量は必 ずしも
一

致するも

の で はなく､ ｢ 体系的に 目次を立 て た教科書風にす べ

き で な い か+ と い う反省意見も出された ｡ 付録は ､ パ

ソ コ ン の 基本操作をや さしく解説 したもの で ある｡ パ

ソ ソ コ ソ に初め て 触れる学生か ら､ かなり慣れて い る

学生もい るとい う バ ラ ツ キ の ある状況下で ､ 自習可能

なこ の 付録は好評 で あ っ たようで ある ｡ ただ ､ こ の テ

キ ス トには ､ 索引ない しイ ン デ ッ ク ス が設けられてお
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らず､ 利用 しにく い と い う批判があ っ た ｡

平成1 0 年度は ､ テ キ ス ト の 内容を､ 体系的な目次建

て の もとに編纂するとともに ､ 利用 しやすい形態に し

た い と考え て い る｡ そ れがおそ らく ､ 将来行われるで

あろう高度な ライ ブ ラリ
ー

･ リ テ ラ シ ー に役立 つ の で

はない かと考えて い る ｡

次の 新 しい試みと して は ､ 授業 で自作の ビデ オや市

販の ビ デオを多用 した こ と で ある ｡

自作 の ビ デオは担当教員の
一

人 である永井が作成 し

たもの で あるが ､ パ ソ コ ソ の基本操作を電源の オ ン
･

オ フ から､ ア プ リケ - シ ョ ソ の起動方法 ､ ウ ィ ソ ドゥ

ズ の 基本的な操作方法 ､ キ
ー ボ ー ドの 利用法ま でを説

明に合わせ て 実習できるように したもの で あり､ 実習

時間を含めて 約80 分で 終了できるものとな っ て い る｡

初心者は操作ミ ス や楼器の 問題な どか ら不用 な混乱

に陥りやすい もの で あるが ､ ビ デ オは画面を通じて操

作を具体的に示 して い るため ミ ス が少なくなり､ 無用

な混乱を回避する ことが可能で あ っ た ｡ 実習時には ､

数人 の図書館職員がサ ボ -

テ ィ ソ グ ス タ ッ フ と して ､

個 々 の 疑問や ト ラ ブ ル に対応 した ｡ ビ デ オは自作で あ

るため に画質や編集方法等に若干の 問題があ るが ､ 逆

に これも学生には親近感を与える結果とな っ た よう で

あ る｡ 更 に こう した形態で行う ことに より ､ 初心者以

外の 学生も比較的飽きるこ となく聴講 して い た と い う

効果もあ っ た ように感 じられた ｡

今回 は多く の サボ
-

テ ィ ソ グ ス タ ッ フ が い た の で授

業が 円滑に進め られたが ､ 5 0 名程度の初心者を対象と

した場合､ ビ デ オを活用して 2 ､ 3 名程度の サボ
-

テ ィ

ソ グ ス タ ッ フ が いれば､ 円滑なガイ ダ ソ ス が可能で あ

る こ とがわか っ た ｡

市販 の ビ デオは ､ 昨年は 1 回だけの使用で あ っ たが

好評で あ っ た の で ､ 今年は数回使用 した ｡ ビ デ オ の 内

容はなかなか 良くで きて い る の だが ､ 大学生を対象と

するには少 し冗長で あ っ た り､ 無理なド ラ マ 仕立 て に

難が ある ように思われた ｡ しか し､ ビ デ オ 内容に つ い

て質問す るこ とをあらか じめ予告して い たた め ､ 学生

の注意を引き つ け ､ 理解を高めた の で は な いか と考え

て い る ｡

もう
一 つ の新しい 試み は ､ 図書館職員は人前で 話す

ことに慣れて い ない と い う こと で ､ 授業 の前日に集ま

れ る人が集ま っ て ､ リ ハ
ー

サ ル を行 っ た こ と で あ る｡

互 い に問題点を指摘し合い ､ 可能なかぎり学生の 理解

しやすい ように授業を組み立て 直 した ｡ こ れは ､ 図書

館職員の 研修にな るとともに ､ 将来 の 高度なガイ ダ ン

ス の ため の ノ ウ - ウ を蓄積で きた の で はな い かと考え

て い る ｡

そ の 他 ､ 細 か い 工 夫もい ろ い ろ重ね た ｡ 例 え ば､

O P A C の 演習 で も､ 検索す べ き書名を個 々 に与え ､

実際に当該の本を探させ る課題を出したが ､ 入力 の仕

方に よ っ て検索がうまくい っ たり い かなか っ た りする

こ とを実感させ ､ O P A C と い えども侮れな い こ とを

印象づけるように した ｡ しか し､ 書名が短い場合など

に ､ ス ム
ー ズ に完全 一

致検索できる テ ク ニ
ッ クを駆使

できる学生はまだ少ない ようで あり ､ 次年度はそ の教

え方に
一

層 の 工夫が必要で あると感 じた ｡ ま た ､ 参考

文献の 書き方は教えた が ､ 参考文献を見て雑誌か図書

か をす ぐに識別できる学生は少ない ようで あり､ こ の

辺 の 教え方にも工夫が い りそうで ある｡

4 ･ 外部からの問い合わせと本講義の位置

付け

こ の講義の 概要に つ い て は ､ 前述 の ように 当大学の

｢ 大学教育研究年報 第 3 号+ に掲載するとともに ､

第44 回国立大学図書館協議会総会 (平成9 年6 月2 5 - 2 6

日) で も報告させて い ただい た ｡ そ の ためか ､ こ の 講

義に関して 全国の 大学図書館から20 数件におよぶ 問い
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合わせ があ っ た｡ 特に ､ 南 イリ ノイ大学新潟校 (新潟

県中条町) の 図書館長ア ナ マ リ
ー ･ ヴ ェ ル テ カ氏と岡

山大学の 図書館職員 2 名は ､ 当大学まで 来られ､ 授業

まで参観された ｡ なお､ 問い 合わせ い ただい たうちの

1 2 大学には ､ テ キ ス トを不 完全で あ っ たが送付させ て

い た だ い た ｡

こ れ らの 問 い 合わせ の 中で ､ 特 に問題 とな っ た の は

｢ 教員 で ない 図書館職員がど の ような資格 で勤務時間

内に講義に参画 で きる のか ? + とい う疑問で あ っ た ｡

われわれは これに つ い て以下の ように考えて い る の で ､

御批判い ただ ければ幸い で ある ｡

まず ､ こ の講義は 当面 3 年間だけ試行的に実施され

た もの で ､ 4 年 目以降は新たに考え直す こ とが前提 と

な っ て い る｡ つ い で ､ こ の講義の 担当者は図書館長 と

他 3 人 の 教員で あり､ 図書館職員の参画は ｢業務の 延

長と して こ の講義に協力する+ ものと位置付けて い る ｡

そ れは ､ 学生に対 して ラ イブ ラ リ ー ･ リ テ ラ シ ー の 高

度なガイ ダ ン ス が要請されて い るが ､ それを実施する

には相当の時間数が必要で あるとともに ､ 職員にもそ

の ガイ ダ ソ ス を実行 し得る資質向上の 研修が求められ

ており ､ こ の講義がち ょうどそれを可能にする場で あ っ

た から で ある｡

本講義は ､ 上述 した ように ､ 学生に論文作成を目的

と して 複雑高度化 した ライ ブ ラ リ ー ･ リ テ ラ シ ー を 習

得 して もらう ことに主 眼があ るが ､ パ ソ コ ン の基本的

操作やイ ン タ
ー ネ ッ ト の 初歩的概念にも時間を割い て

い る ｡ こ れは ､ 当大学の 学生に情報処理教育が十分に

行き渡 っ て い な い と考えたか ら で あ る｡ だ が ､ 当大学

はもちろん 高校教育 ･ 義務教育を含め て情報処理教育

が急速に整備され つ つ あり､ 近 い 将来､ こ の種 の 講義

は論文作成を 目的と した ライ ブ ラリ
ー ･ リ テ ラ シ ー

の

み に焦点を絞 っ て よ い の で は な い か と考え て い る｡ 平

成10 年度は 3 年目と い う こと で従来の講義形式を引き

継 ぐが ､ 4 年目以降は ､ 講義内容を変更 して 継続する

か ､ あ る い は ､ 図書館独自の ガイ ダ ン ス と し て別途実

施するか ､ こ の講義の位置付けを再検討することにな っ

て い る｡

5 ･ おわりに

こ の講義に対する学生の評価を表 2 に掲載 した ｡ ア

ン ケ ー

ト は試験期間中の最後の授業で行われたた め欠

席者が 多く､ 回答者は28 人 に過ぎなか っ た が ､ 2 7 人か

ら期待どおりの講義で あ っ たと い う評価を得た ｡ 最終

講義に出席できなか っ た学生な どに対 して も､ 今後は ､

ホ
ー ム ペ ー ジ に 同 じ ア ソ ケ -

トを掲載 し､ 回答 で きる

ように した い と考え て い る｡

そ の 他 ､ 反省す べ き点は多 々 あるが ､ ｢ せ っ かく学

生
一

人 ひと りに e- m ail の ア ド レ ス を持たせた の にそ

の 使用が足らなか っ た+ と ､ 学生および教職員か ら指

摘された ｡ 来年度は ､ よ り
一

層 e- m ail を活用する こ

とが望まれる｡ ま た ､ 著作権の 問題に つ い て は全く触

れ なか っ た が ､ 電子化と著作権の関係は重要で あると

ともに ､ 文献引用の ル
ー

ル を学生に徹底させ る意味で

も､ 来年度は著作権問題に触れる ことに した い と考え

て い る｡

な お ､ 講義 の初回 に ｢ 電子 図書館の 発展に よ っ て ､

本 の 図書館は滅び るか ? + と い う設問を出 したが ､ そ

のとき存続すると した もの が34 人 ､ 滅び ると したもの

が1 4 人 で あ っ た ｡ 講義 の 最終回 にも同 じ設問を行い ､

こ の 比率が ど の ように変化するか を見ればよか っ た と

反省 し て い る｡

3 年 目 の講義は ､ テ キ ス トを
一

層充実させ ､ 課題や

回答に e- m ail を活用 し､ ラ イ ブ ラ リ
ー

･ リ テ ラ シ
ー

の 高度な ガイ ダ ン ス 形態をあ る程度完成させ た い と考

え て い る｡
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表1 情報検索とその活用 (後期 木曜2 限) 講義日程

回 月 日 内 容 標 題 担当教官 図 書 館 職 員 教 室

1 10/ 16 図 書 館-と 情 報 化 社 会 ( 講義) 大熊 孝 教養校舎C 1 8 1

2 1 0/ 23 パ ソ コ ソ の基本機能と操作 1 ( 演習) 永井雅人
* 中野美智子 ､ 佐藤裕介 ､

寺尾清志
/y

3 10/3 0 パ ソ コ ン の基本機能と操作 2 ( 演習) 永井雅人
* 中野美智子 ､ 佐藤裕介 ､

寺尾清志
/y

4 l l/ 6
E - m a i l の 使 い 方 ( 演習)

卯田 強
* 中野美智子 ､ 佐藤裕介 ､

/y

( i n t e r n e t , h o m e p a g e を含む) 寺尾清志

5 l l/ 13 学 術 情 報 の 使 い 方 ( 講義) 伊藤 守 /y

6 l l/ 20 情 報 検 索 概 論 (講義と演習) 伊藤 守
* 中野美智子 ､ 高橋菜奈子 ､

小山葉子
/y

7 l l/ 2 7 雑 誌 等 情 報 検 索 1 ( 演習) 大熊 孝
* 栗原道夫 ､ 斎藤香織､

小山葉子
図 書 館

8 12/ 4 雑 誌 等 情 報 検 索 2 ( 演習) 大熊 孝
* 栗原道夫､ 斎藤香織､

小山菓子
//

9 1 2/ l l 雑 誌 等 情 報 検 索 3 ( 演習) 大熊 孝
* 栗原道夫 ､ 斎藤香織 ､

小山葉子

//

10 12/i 8 レ ポ ｢ 卜作 成 に 向 けた 説 明 と演 習 伊藤 守
* 栗原道夫､ 斎藤香織､

小山菓子
教養校舎C 1 8 1

l l 1 / 8 図 書 情 報 検 索 1 ( 演習) 大熊 孝
* 増子祥子､ 寺尾清志､

高橋菜奈子

/y

1 2 1 /2 2 図 善 情 報 検 索 2 ( 演習) 大熊 孝
* 増子祥子､ 寺尾清志 ､

高橋菜奈子
図 書 館

13 1 /2 9
図 書 情 報 検 索 3 ( 演習)

卯田 強
* 増子祥子､ 寺尾清志 ､

教養校舎 C 18 1
( i n t e r n e t を 含 む) 高橋菜奈子

14 2 / 5 ま と め

大熊 孝

伊藤 守

永井雅人

卯田 強

全 員 教養校舎 C 18 1

* は 演習責任者
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